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発行所／奈良まほろば館 〒105-0004 東京都港区新橋1-8-4 SMBC新橋ビル 1階・2階
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裏面も
ご覧ください☎03・5568・7081

イベントに関するお問い合わせは、

奈良まほろば館

・イベントの詳細は、奈良まほろば館のホームページで随時案内いたします。　・1階ショップでの物販につ
いては、特に記載がない場合はショップの営業時間に準じます。　・展示については、特に記載がない場合
は11:00から19:00までです。また、同ルームで講演等の他のイベントを実施している時間帯はご覧になれ
ない場合があります。　・奈良県事務所では移住相談も行っております。時間は裏面下部をご確認ください。

講座 	３月21日（金）18：30〜20：00
　古都奈良においても、ワイン文化が芽生えつつあります。
　伝統工芸品である赤膚焼窯元大塩昭山からは、最年少ワインエキスパー
トエクセレンス取得者の大塩博子氏に、その知見をいかしたワイングラス
などの製作についてお話をうかがいます。
　また、奈良県にある木谷ワイン当主木谷一登氏からは、奈良におけるワ
イン造りについてお話をうかがいながら、木谷氏が醸造されたワインのテ
イスティングを行います。
　奈良に芽吹くワイン文化の魅力に触れていただく貴重な機会です。
 
講　師： 赤膚焼窯元大塩昭山／ 

JSA ワインエキスパートエクセレンス　大塩 博子 氏 
木谷ワイン 代表　木谷 一登 氏

定　員：30名

体験  ３月12日（水）19：00〜21：00
　奈良の法相宗大本山薬師寺から僧侶をお招きしお写経を行います。
　このお写経教室で
はお写経と僧侶による
法話があり、完成した
お写経は、薬師寺の納
経蔵に納められ永代
供養されます。
　道具は貸し出しいた
しますので、お気軽に
ご参加ください！

講　師：薬師寺 録事
　村上 定運 師

定　員：18名
参加費：3,000円

古都奈良に芽吹くワイン文化
〜赤膚焼×木谷ワイン〜

お写経教室

「写真展	荒井恵子	大和とこしえの墨」
３月14日（金）〜３月31日（月）
　奈良県立美術館ギャラリー企画「伝統文化の現在 荒井恵子 いろ
いろのいろ墨のいろ〜奈良の100の墨をめぐって」展の関連企画と
して、荒井恵子が奈良の墨づくりの現場を取材し撮影した写真を紹
介します。

ショップ情報

　冬の終わりと春を感じ
る季節。３月の奈良の行事
『お水取り』が終われば、
出荷される野菜も様々入
れ替わります。料理も名
残と走り、旬を取り込んだ
メニューがお楽しみいた
だけます。今月のテーマは
『冬の旨みと春の香り』。
色 とりどりの 料 理 や デ
ザートと奈良の地酒をバ
ルエリアでは単品で、ダイ
ニングではコースにてご
用意しています。

レストラン情報

物販  ３月15日（土）〜3月16日（日）
　自然と人、人と人が繋がり合い、村の恵みが未来へと続いていく「東吉
野村ものがたり」。
　東吉野村の豊かなコ
ンセプトは、村の恵みを
「手から手へ」。村の取
組みや、これまで販売さ
れている東吉野村商品、
そして新たに開発された
新商品を、村の担当者、
商品企画・開発の担当者
が、東吉野村の観光や見
どころ、村の魅力をご紹
介します。
　新商品の試食もお楽しみに！
　また、３月15日（土）・16日（日）は、１階ショップで柚子ポン酢、柚子
マーマレード、柚子胡椒などの商品を販売いたします。
（※販売時間　15日は11：00〜18：00／16日は11：00〜17：00）

講座  	３月16日（日）	14:00〜15:30
講　師： 東吉野村役場 地域振興課　岡本 昌大 氏 

POWER OF FOOD 代表　吉田 奈麻 氏
定　員：30名
参加費：無料

柚子の村「東吉野村ものがたり」

詳細はこちら



奈良まほろば館
■アクセス方法
●JR新橋駅銀座口より徒歩約3分
●東京メトロ銀座線新橋駅1番出口より徒歩約3分
●東京メトロ銀座線銀座駅A1出口より徒歩約8分

奈良まほろば館
ホームページ用
2次元コード 奈良まほろば館

奈良まほろば館

2025年３月の講演紹介

●ホームページ	 奈良まほろば館のホームページ（URL:https://nara-mahoroba.pref.nara.jp）にアクセスいただき、「Event」の各講座のページからお申込ください。
	 〈問い合わせ先が奈良まほろば館である講座について〉
	 　※受講券等の発行はいたしません。　※キャンセルされる場合は申し込み時に届いたメールに記載の URL より手続きをお願いいたします。

申込み方法

〒105-0004 東京都港区新橋1-8-4 SMBC新橋ビル1階・2階
1F　Shop/Cafe&Bar まほら  TEL:03-6263-9656

【OPEN】●shop／11:00～20:00
●Cafe & Bar まほら／11:00～20:00
　L.O. 日本酒飲み放題・・・19:00　その他のメニュー・・・17:00
2F　TOKi（Restaurant&Bar）  TEL:03-6228-5665

【OPEN】
●Restaurant／火曜～土曜12:00～15:30（L.O.13:30）、18:00～22:00（L.O.19:30）
●Bar／火曜～土曜12:00～15:00（L.O.13:30）、17:30～22:30（L.O.21:00）

【CLOSED】日曜日／月曜日
観光案内、移住相談（奈良県事務所）　TEL:03-5568-7081

【OPEN／観光案内】平日（月曜～金曜）12:00～17:30　土日祝：12：00～18：00
【OPEN／県事務所（移住相談等）】10:15～19:00

月日（曜） 時間 講演名 講演内容 講　師
定員
（名）

参加費
（円）

問い
合わせ先

３月６日
（木）

13:30～
15:30

『万葉集』を楽しもう
～古代史とともに～

　日本最古の貴族から一般庶民に至るまでの歌4500
余首を集めた「万葉集」。毎回厳選した歌の時代背景
や詠み人の思いなど、初心者の方々にもわかりやすく
解説し、参加者全員で万葉集の素晴らしさを味わい楽
しみます。

万葉集研究家
嶌田	壽雄	氏 36 500

嶌田	壽雄	氏
TEL	0467-
87-3140

３月８日
（土）

14:00～
15:30

【吉野大峯世界遺産登録20周年記念
講座】
～『吉野・大峯』のこころを、あな
たへ～	第10回
「世界遺産で証明したかった日本第
一の霊地吉野大峯」

　世界遺産に登録されている吉野大峯地域の文化は、
1300年の昔から現代に伝えられています。金峯山寺
の山号は国軸山…いま、日本は、国の軸が危ういこと
になっています。自然災害、政治不信、そして日本の習
俗・文化の崩壊。そんな時代だからこそ、国の軸である
吉野大峯には意味があります。世界遺産登録を手がけ
た僧侶からのラストメッセージ講座です。

金峯山寺長臈・種智院大学
客員教授・宗教法人林南院
住職
田中	利典	師

50 無料
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３月14日
（金）

17:00～
19:00

奈良県立美術館企画　講演会
「水墨画の現在～奈良の100の
墨をめぐって～」

　国内の９割を生産している伝統的工芸品である「奈
良墨」をとりあげ、美術史家の	島尾	新	氏と水墨画家
の	荒井	恵子	氏の二人の講演および対談をとおして、
水墨画の現在と奈良の墨づくりについて考えます。

美術史家、元学習院大学教授
島尾	新	氏
水墨画家
荒井	恵子	氏

50 無料

３月19日
（水）

18:00～
19:30

『古代日本史の正体』
大きく化けた聖武天皇の正体

　律令の番人として隠然たる力を持ち始めた藤原不比
等は、外戚の地位を得ることで、藤原氏の独裁体制の
基礎を築こうと画策した。聖武天皇は、母もキサキも
藤原不比等の娘という絵に描いたような「藤原の子」
だった。ところが、ある時期を境に聖武天皇は反藤原
派に転向し、藤原氏と死闘を繰り広げる。何が聖武天
皇を突き動かしたのか。

歴史作家・武蔵野学院大学
日本総合研究所
スペシャルアカデミック
フェロー
関	裕二	氏

50 2,000

３月23日
（日）

11:00～
12:30

【
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ
の
会
講
座
】

大和大納言	豊臣秀長
～天下人秀吉を支えた究
極のNO.２～

　2026年のNHK大河ドラマは「豊臣兄弟」です。足
軽から身を起こし天下人となった兄秀吉を支えた秀長
は様々な実務に抜群の才と、秀吉の大胆さを補う手堅
さで兄の成功を支え続けました。そんな秀長にスポッ
トをあて、常に補佐役として秀吉を支え続けた弟「秀
長」を大河より一足早くみていきます。 奈良まほろばソムリエの会

理事
Nara観光コンシェルジュ
柏尾	信尚	氏

50 500

14:00～
15:30

後醍醐天皇
～吉野に眠る波瀾万丈50
余年の生涯～

　後醍醐天皇は楠木正成・足利尊氏と共に鎌倉幕府を
倒し、新政を試みました。しかし、急激な改革が多くの
武士の反発を招き、政務の停滞や混乱を引き起こしま
した。そんな中、足利尊氏の離反により天皇は吉野へ
逃れ南朝を開き、それから約60年続く南北朝時代が
始まります。1339年、志半ばで崩御した後醍醐天皇の
生涯を語ります。

50 500

奈
良
「
ま
ほ
ろ
ば
学
」

奈良「まほろば学」に
ついて

　心のふるさと、日本のルーツである
"奈良"の歴史や文化を知っていただ
き、実際に奈良の地を訪れて、歴史文
化を肌で感じていただくことを目的と
して開講しています。
　日本文化発祥の地である「奈良」の
魅力に迫る一般教養講座のほか、奈良
ゆかりの地を巡る江戸探訪や万葉集
を学ぶ歴史文学の選択科目講座を行
います。

３月３日
（月）

13:30～
15:00

一般教養

奈良県五條市に根付く御霊信仰の
はじまり

関西学院大学非常勤講師
木本	久子	氏 36 奈良シニア大学

in東京
TEL:0120-830-

155

3月実施分の詳細は、
下記２次元コードより
ご覧ください！

３月10日
（月）

13:30～
15:00

一般教養

高松塚古墳とキトラ古墳の魅力
（２）

ー考古学上の位置づけー

皇居三の丸尚蔵館学芸部長／文化財防
災センター副センター長
建石	徹	氏

36

各
日
共
通
講
演

11：00～
12：30 江戸探訪

港区観光大使・一般社団法人地域未来
企画理事
澤内	隆	氏

36

15：15～
16：45

歴史文学

万葉講座

日本女子大学名誉教授・「万葉の海を考
える会」理事
平舘	英子	氏

36


